
施策の
基本方針

・町民の多様なスポーツニーズにこたえ、身近な地域で気軽に運動に親しむ環境の整備を進めるとともに、生涯スポーツに触れる機会を創出し地域に根づいたスポーツの振興
を図ります。
・町民が、スポーツに「関心や興味を持ち・気軽に取り組み・自主的に継続できるよう」段階を追った支援に努めます。
・主体的、継続的な競技スポーツを担う体育協会の活動と、子どもたちのスポーツ振興を担うスポーツ少年団の活動を支援します。
・既存体育施設の計画的な施設整備や改修、備品等の更新を進め、生涯スポーツの場の確保と利便性の向上に努めます。

単位

団体/
人

％

体育協会加盟競技団体数/登録者数

週１回以上、スポーツや運動をしている町民
の割合

成果指標名

Ｄ

Ｃ

Ｂ

施
策
の
目
的

対象

町民

意図

生涯を通じてスポーツや運動
に親しむ。

施
策
の
目
的
・
目
標
達
成

の
た
め
の
役
割
分
担

１．町民（事業所、地域、団体）の役割 ２．行政（町、県、国）の役割

・スポーツや運動に関心を持ち、教室やイベント、団体・グループ活動に積極的
に参加する。
・スポーツや運動の楽しさを広め、仲間づくりを行うなど、普及啓発に取り組む。
・指導者となり、さらには後継者を育成する。
・町のスポーツ推進計画に関心を持ち、今後町の進むべき方向性を認識し、でき
ることに協力・参加する。
・町民が一堂に会する年一回の大イベントである町民体育祭に関心を持ち協力・
参加する。

・スポーツ教室や大会を開催するなど、スポーツや運動に取り組むきっかけ
と、機会の提供を行う。
・体育施設の整備と管理運営を行い、スポーツや運動を行う場を提供する。
・スポーツや運動を行う人・団体の活動を支援する。
・スポーツ推進計画を広く町民に周知し、町のスポーツに対する方向性を認
識してもらう。
・改編された町のスポーツ関連団体のあり方を再度確認し、それぞれの特性
を活かした団体の活性化・組織化を支援する。

施
策
を
取
り
巻
く
状
況

１．施策を取り巻く状況（対象や法令等）は今後どのように変化するか？ ２．施策に対して、住民や議会からどんな意見や要望が寄せられているか？

・2020年に東京オリンピック・パラリンピックが開催されることから、スポーツに関する機運が
高まることが予想される。
・2022年度に国のスポーツ基本計画が策定される。
・2020年度に群馬県スポーツ推進計画が見直され、2021年度からの新たな推進計画が策
定される。
・2022年度にみなかみ町スポーツ推進計画を見直し、2023年度からの新たな推進計画に
沿って推進していく。
・少子化が進み、スポーツ少年団の単位団の維持が困難になりつつある(特に団体スポー
ツ）。
・2020年度に水俣条約が施行され、水銀灯が国内で製造中止及び輸入禁止となる。

・老朽化の進む施設が多く、修繕や設備の機能向上を求める要望がある。
・子どもや高齢者が気軽に体を動かせる場の提供が求められている。
・町教委等が主催するスポーツや運動に関する行事について、町民の半数以上はスポー
ツ等に親しむ良い機会と考えている。
・町教委の町民に対する調査では、トレーニングジム・ウォーキング専用コース・多目的屋
内運動場を望む回答が多い。また、運動をほとんど行っていない人は「時間的にゆとりが
できれば身体を動かす」との意見が多数を占めた。
・町民の生涯スポーツの推進に於いて、町の施策がどのように行われているか明確にして
欲しい。
・生涯スポーツを如何に町民に関心を持たせるか、連帯感を強めるため施策は何が最適
か、町民の協力を如何に得るか考えて欲しい。

指
標
設
定
の
考
え
方
と

実
績
値
の
把
握
方
法

A)直接的な設問であり、数値が高まれば目的が達成できているといえるため成果指標とした。
町民アンケート（翌年度実施分）により把握
※あなたは日頃、運動やスポーツなど、身体を動かすことに取り組んでいますか。→「ほぼ毎日」「週に１回程度」と回答した人の割合
B)数値が変わらず推移すれば目標が達成できているといえるため成果指標とした。
主管課で実数を把握
※みなかみ町体育協会加盟団体数及び会員数

目
標
値
設
定
の
考
え
方

A）みなかみ町スポーツ推進計画（H25.4～H35.3）の目標「週1回以上スポーツに取り組む成人の割合を55%以上とします」との整合性を図ります。この55％の
根拠は、計画作成時の上位計画等を参考に設定を行いました。2015年の町民アンケートでは52％まで上昇しましたが、2016年には45.5％でした。60歳以上
では常に55％以上を達成していることから、今後は若年層から子育て世代及び定年前の現役世代の取り組みを強化することで、実施率の上昇が可能と考え
ます。2020年東京オリンピック・パラリンピックの開催で、スポーツや運動に関心を持つ機運が高まることが予想され、この関心を自らが身体を動かす行動に結
びつけたい。加えて、スポーツ推進計画に則った施策を推進することで、55％の目標達成を目指します。
B）体育協会加盟団体のうち、人口減に伴い団体競技の存続は厳しい状況ですが、個人で容易に取り組める競技の人気は高くなっています。退職をきっかけ
に、時間に余裕の持てる世代の人口は増加が見込まれるため、この世代に運動の習慣を根付かせ加入につなげたい。2022年には成り行き値で２割の減少予
定ですが、半分の１割減に抑えることを目指します。
　既体育協会加盟団体には、引き続き活動の支援を行い、新たに未加盟で活動を行っている団体を掘り起こし、協会加盟のメリットを伝え加盟を促すことで、
現状の加盟数維持を目指します。

目標値
E

実績値

施
策
の
成
果
指
標

区分

目標値

実績値

目標値

実績値

19/1,277

目標値 20/1,400 20/1,350 20/1,300

実績値 20/1,418 19/1,349

20/1,300 20/1,250 20/1,250

2016年度(H28) 2017年度(H29) 2018年度(H30) 2019年度(R1) 2020年度(R2) 2021年度(R3) 2022年度(R4)

Ａ
実績値 45.5 44.9 47.0

目標値 52.0 50.0 51.0 53.0 54.5 55.0

意図

1 スポーツ意欲の高揚 町民
地域からスポーツや運動への意欲
や関心が高まる。

2 スポーツ機会の充実 町民
基
本
事
業

基本事業名 対象

4

スポーツや運動をする機会を得ら
れる。

3 スポーツ環境の整備 町民
スポーツや運動をする場を得られ
る。

河合　博市

施策 22 生涯スポーツの推進 関係課

月 25 日

基本
目標

Ⅳ 豊かな心と文化を育むまち 主管課
名称 生涯学習課

課長

施策マネジメントシート（2018年度の振り返り、総括） 作成日 2019 年 6
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89,503

2022年度2021年度2020年度2019年度2018年度2017年度2016年度区分単位

1 1

1 2 2 31

19/43819/42618/438

1

成果指標名

スポーツ少年団の団数/団員数

地域体育協会設置数

団体/
人

団体

スポーツ機会の充実

スポーツ環境の整備

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

体育施設利用者数

体育協会加盟団体の教室開設数

目標値

実績値

目標値

実績値

4443 43

目標値

実績値

89,700 89,800 89,900 90,00089,500 89,600

144,711126,393

目標値

実績値

4843

基本事業名

スポーツ意欲の高揚

17/390 18/380 18/380 18/380

1

2

17/400

43 44 44

3

1

目標値

実績値

目標値

実績値

17/411

43

目標値

実績値

目標値

実績値

教室

人

基本事業名

スポーツ意欲の高揚

施
策
の
成
果
水
準
の
分
析
と
背
景
・
要
因
の
考
察

実績比較 背景・要因

①
時
系
列
比
較

かなり向上した。
①「週に1回以上運動・スポーツをしている町民の割合」は、近年では平成27年度が一番高く52.1％と半数を
超え目標値に近づいたが、その後は平成28年度45.5%、平成29年度44.9％と伸び悩んでいた。一昨年
（H29）スポーツ推進計画を見直し、ターゲットを絞った教室などを行ったことにより今年度は、若干伸び
47.0％となった。年代別で見ると、高齢者では50%を超えているが、青年・壮年層が30～40%台に止まり実施
率を下げている。
②体育協会の登録者数は、平成25年度の 2,012人をピークに毎年減少の方向にあり、平成28年度1,418
人、平成29年度1,349人、平成30年度では1,277人とピーク時の6割程に減少しているが、団体数は、昨年と
同数の19団体を維持している。

どちらかといえば向上した。

ほとんど変わらない。（横ばい状態）

どちらかといえば低下した。

かなり低下した。

③
目
標
の
達
成
状
況

目標値を大きく上回った。
①「週に1回以上運動・スポーツをしている町民の割合」
平成30年度 47.0％と目標値 50.0%には達しなかった。
②体育協会加盟競技団体数・登録者数
人口減少や高齢化の影響で、平成29年度より1団体が継続して休会となっており、目標値20団体を下回っ
ている。
会員数についても全体的にどの協会も減少傾向にあり、総数で1,277人となり目標値1,350人には達しな
かった。

目標値を多少上回った。

ほぼ目標値どおりの成果であった。

4

基
本
事
業
の
成
果
指
標

今
後
の
課
題
と
取
り
組
み

（
案

）

スポーツ機会の充実

スポーツ環境の整備

①町民誰もが身近な地域で、安全かつ継続的にスポーツが行
えるよう、各体育施設の計画的な維持管理を進める。
②施設整備や備品等の更新を順次行うことで、利便性の向上
を図りながら、施設の有効利用を促進する。

①平成30年度作成の「みなかみ町体育施設維持計画書」を活
用し、計画的に整備を進める。
②水銀灯の製造中止を鑑み、体育施設全般のＬＥＤ化を進め
る。
③各地区で軽スポーツやトレーニングが安全・手軽に行えるよ
う用具・機器を順次整える。

今後の課題 今後の取り組み（案）

1

①スポーツ推進計画の目標「週に1回以上運動・スポーツをし
ている町民の割合を55％以上とする」を計画的に達成する。
②スポーツに取り組む人の裾野を広げるため、地域のスポー
ツ活動を推進する組織の育成が必要である。
③幼児期から少年期は、その後のスポーツライフの基盤となる
ことから、小さなうちから身近な地域でスポーツに触れる環境と
機会を増やす必要がある。

①平成29年度に見直しを行った「みなかみ町スポーツ推進計
画」に則り、年代別・地域別・実施率別等に特化したスポーツ
や運動・健康づくり等に関する教室及び講演会を実施する。
②町教委・スポーツ推進委員を中心に地区体育委員と協力
し、地域スポーツを推進する組織づくりを進める。
③2020年開催の東京オリンピック・パラリンピックに向けたス
ポーツ・運動への関心・機運を利用し、国・県が実施する施策
を参考にスポーツ施策を行う。
④競技者の意欲の引き上げと励みの一助として、引き続き競
技スポーツ優秀者を顕彰する。

2

①各年代に応じたスポーツ活動は、生涯を通じ健康な生活を
送るために重要であり、継続してスポーツに取り組める機会の
提供に努める。
②多様な競技の選手や指導者の確保・育成を支援し、スポー
ツ教室の維持・活性化を図る。
③スポーツの普及において体育協会の担う役割は大きく、協
会の活性化が重要である。

①各地区から選出された体育委員やスポーツ推進委員及び
体育協会と連携しながら、気軽に取り組める軽スポーツ教室や
各種大会を開催する。
②体育協会加盟団体の活動支援、並びに加入促進につなが
る啓発活動を継続する。
③スポーツ少年団の活動を支援し、早い年代からスポーツに
触れる機会を作る。

3

目標値を多少下回った。

目標値を大きく下回った。

②
他
団
体
と
の
比
較

かなり高い水準である。
①国のデータと比較すると、週1回以上運動・スポーツをしている人の割合（全体）は、平成30年度実態比較
で、国55.1%に対して町は47.0％と下回っており、各々の年代別で検証しても全ての年代で国の数値を下
回っている。
   　・みなかみ町　全体47.0％、青年36.6％、壮年39.8％、高齢者51.1％
      ・国　　　　　　全体55.1％、青年50.1％、壮年48.0％、高齢者68.7％
 ※青年＝20～29歳、壮年＝30～59歳、高齢者＝60歳以上
 ※国の数値は、スポーツ庁「平成30年度スポーツの実施状況等に関する世論調査」による
 ※町の数値は、平成31年度町民アンケート結果による
②沼田市体育協会と比較すると、会員数・団体数共に沼田市は前年よりも増加しているが、みなかみ町は減
少している。
　　みなかみ町（H29）　19団体・1,349人→　(H30)　19団体・1,277人(   72人減・前年比 94.6％)
　　沼　田　市 （H29）   31団体・6,667人→  (H30)  32団体・6,888人(　221人増・前年比103.3％)
　　　　　　※沼田市体育協会は競技団体の他に、レクリエーション団体、中体連、スポ少を含む人数
　　　　　　※利根沼田社会教育要覧（平成31年度版）による

どちらかといえば高い水準である。

ほぼ同水準である。

どちらかといえば低い水準である。

かなり低い水準である。

施策 22 生涯スポーツの推進 主管課
名称 生涯学習課

課長 河合　博市



22_生涯スポーツの推進

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

～ 年間

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

Ｈ ～ 年間

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

Ｈ ～ 年間

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

Ｈ ～ 年間

平成 30 8 14 元 6 21

施
策
体
系

施策 22 生涯スポーツの推進
事業実績

町におけるスポーツの推進に係る体制
の設備を図るため、社会的信望があり、
スポーツに関する深い関心と理解を有
し、熱意と能力を有する者の中から、ス
ポーツ推進委員を委嘱し、委嘱した町ス
ポーツ推進委員会の事務局事業

スポーツ推進員個々の資質向上の
ため積極的に県内・外の研修会等に
参加を促した。定例の会議等では委
員間の意思統一を図った。
経験の長い推進委員が中心となり、
新任推進委員のために軽スポーツ
の講習会を実施した。

事業費 2,028,714 円事務事業 000001 スポーツ推進委員会事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策
基本事業 01 スポーツ意欲の高揚 活動回数

目 1 35 34 回

平成 30 8 15 元

事業
期間

継続事業 会
計

1 款 10 項 6

平成29年度 平成30年度 単位
根拠 無 組織 生涯学習 課 生涯学習推進 係

更に委員が主体的となり、積極的に活動でき
る体制整備を整えていく必要がある。

推進計画の目標達成に向け、各
地域の体育委員等と協力し、地
域スポーツ普及の先導役として、
活動できる体制を整える。

施
策
体
系

施策 22 生涯スポーツの推進
事業実績

みなかみ町教育委員会の諮問に応
じて、スポーツの推進に関する様々
な問題や課題などを調査・審議し
て、教育委員会に建議する組織を
運営する。（H30開催無し）

なし

事業費 0 円

6 21

事務事業 000002 スポーツ推進審議会運営事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策
基本事業 01 スポーツ意欲の高揚 会議の開催回数

目 1 0 0 回

平成 30 8 17 元

事業
期間

継続事業 会
計

1 款 10 項 6

平成29年度 平成30年度 単位
根拠 無 組織 生涯学習 課 生涯学習推進 係

特になし なし

施
策
体
系

施策 22 生涯スポーツの推進
事業実績

町民の体力の向上と親善・交流お
よび社会体育の振興を図ることを目
的としている任意団体の運営を事
務局として支援する。体育協会登録
会員は登録競技団体・スポーツ少
年団。

継続して、体育協会加盟団体の
活動支援・加入促進・周知ににつ
なげる年度初めのパンフレットの
作成。パンフレットを見て何件か
の問い合わせがあった。

事業費 4,300,000 円

6 19

事務事業 000001 体育協会活動支援事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策
基本事業 02 スポーツ機会の充実

協会主催・競技団体主催
大会の事業数

目 1 74 74 事業

平成 30 8 17 元

事業
期間

継続事業 会
計

1 款 10 項 6

平成29年度 平成30年度 単位
根拠 無 組織 生涯学習 課 生涯学習推進 係

人口の減少により、特に団体競技の存続が
厳しい。競技スポーツを普及する上で体育協
会の役割は大きく、協会の活性化は大変重
要である。

引き続き、活動支援や周知活動
を行う。

施
策
体
系

施策 22 生涯スポーツの推進
事業実績みなかみ町スポーツ少年団事務局

業務また加盟する各スポーツ少年
団の活動支援業務

群馬県スポーツ少年団本部が実
施する指導者研修会を広く周知・
参加してもらい、町スポーツ少年
団の活発化を強化した。

事業費 232,000 円

6 19

事務事業 000002 スポーツ少年団活動支援事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策
基本事業 02 スポーツ機会の充実

各スポーツ少年団参加児
童数

目 1 426 353 人
事業
期間

継続事業 会
計

1 款 10 項 6

平成29年度 平成30年度 単位
根拠 無 組織 生涯学習 課 生涯学習推進 係

スポーツ少年団に加盟する各団体に
よって、加盟する意図が異なっている。
そのような事から全体としての活動が限
られてしまっているのが現状である。学
童の育成を行う上で町本部が存在する
有効性を改めて周知し、全体の活動の
活発化を模索する必要があるよう。

町独自の研修会やイベントを開
催し、指導者同士のつながり、団
員同士のつながりを作っていき
たい。



22_生涯スポーツの推進

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

Ｈ ～ 年間

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

Ｈ ～ 年間

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

Ｈ ～ 年間

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

Ｈ ～ 年間

平成 30 8 17 元

施
策
体
系

施策 22 生涯スポーツの推進
事業実績

社会体育の振興を図る事業を実施
する団体等に対し、予算の範囲内
で事業実施に要する経費の一部を
補助金により交付する。

　水上・新治地区では地区選出
の体育委員に事業の内容を紹介
し制度の活用を依頼。月夜野地
区では体協旧支部に今までどお
り事業を継続してもらうことを依
頼。

事業費 1,546,000 円

6 19

事務事業 000003 体育振興費補助金交付事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策
基本事業 02 スポーツ機会の充実 申請（交付）件数

目 1 3 1 件

平成 30 8 14 元

事業
期間

継続事業 会
計

1 款 10 項 6

平成29年度 平成30年度 単位
根拠 有 組織 生涯学習 課 生涯学習推進 係

　事業を実施できる団体等の育成。
小さな事業から補助金を活用し
てもらい、スポーツに関心を持っ
てもらえるよう声をかけていく。

施
策
体
系

施策 22 生涯スポーツの推進
事業実績

スポーツ機会の充実に資するため
スポーツ教室を開催する。

観光部局と連携を図り新たに実
施したウォーキングイベントは多
くの参加者があった。生涯学習
講座で実施した吹き矢の講習会
にも多くの参加者あり、継続した
活動を続けているグループも発
生した。

事業費 283,558 円

6 18

事務事業 000004 スポーツ教室事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策
基本事業 02 スポーツ機会の充実 スポーツ教室開催回数

目 1 4 4 回

平成 30 8 14 元

事業
期間

継続事業 会
計

1 款 10 項 6

平成29年度 平成30年度 単位
根拠 無 組織 生涯学習 課 生涯学習推進 係

推進計画の目標と乖離が大きい。
単発の行事は参加しても、継続した
運動につながらない。

事務局サイドの反省で性別や年
代をしぼるターゲットを限定した
事業や地区公民館などを会場と
して、こちらから地域に出向き指
導を行うなど、来年度はそれらの
意見を検討し、実施してみる。

施
策
体
系

施策 22 生涯スポーツの推進
事業実績

町民相互の親睦と融和を深め、町
民の体力向上と健康増進を図る為
の町民体育祭を実施（台風の為中
止）

なし

事業費 2,917,949 円

6 21

事務事業 000005 町民体育祭事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策
基本事業 02 スポーツ機会の充実 体育祭参加者数

目 1 2,296 0 人

平成 30 8 16 元

事業
期間

継続事業 会
計

1 款 10 項 6

平成29年度 平成30年度 単位
根拠 無 組織 生涯学習 課 生涯学習推進 係

特になし なし

施
策
体
系

施策 22 生涯スポーツの推進
事業実績

毎年、学校等の夏休み期間中に新
治Ｂ＆Ｇ海洋センタープール及び桃
野小学校プールを開放し、安全で
安心して水に親しむ場所を提供。

海洋センタープール循環器の修
繕を予定。

事業費 2,630,703 円

6 11

事務事業 000006 プール開放事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策
基本事業 02 スポーツ機会の充実 利用者数・開放日数

目 2 1,901・63 2,050・70
人・
日

事業
期間

継続事業 会
計

1 款 10 項 6

平成29年度 平成30年度 単位
根拠 無 組織 生涯学習 課 生涯学習推進 係 沼田市民プ－ル、Ｂ＆Ｇ海洋セン

ター、桃小プ－ル開放事業の連携
を図り、利用者の利便向上を図る。
また、Ｂ＆Ｇ海洋センタープールの
循環器の修繕が必要となった。

海洋センタープールの開放時間
を延長し利用者増加を目指す。
桃野小のプール開放は継続して
行う。



22_生涯スポーツの推進

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

Ｈ ～ 年間

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

Ｈ ～ 年間

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

Ｈ ～ 年間

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

Ｈ ～ 年間

平成 30 8 16 元

施
策
体
系

施策 22 生涯スポーツの推進
事業実績

みなかみ町月夜野地区の体育施設
の拠点施設で、臨時職員4名で日程
調整をして、主に施設の受付予約・
貸出・料金の徴収、用具等の貸出
業務を行っている事業。

バスケットゴール点検業務委託
の実施。老朽化のため、早期に
更新の必要あり。

事業費 5,919,867 円

6 11

事務事業 000001 総合体育館管理運営事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策
基本事業 03 スポーツ環境の整備 施設利用者数

目 2 19,617 33,060 人

平成 30 8 16 元

事業
期間

継続事業 会
計

1 款 10 項 6

平成29年度 平成30年度 単位
根拠 無 組織 生涯学習 課 生涯学習推進 係

月夜野地区体育施設のスポーツ器
具・用具が老朽化しているため買い
換えなどを進める必要がある。ま
た、臨時職員４名体制であるが勤務
は1名なので事務室内での事務しか
できない。

器具・用具については、計画的な
更新の実施。

施
策
体
系

施策 22 生涯スポーツの推進
事業実績

施設の維持管理を行う事業。みな
かみ町水上地区の体育施設の拠点
施設で、主に施設の受付予約・貸
出・料金の徴収、用具等の貸出を
行っている。施設の老朽化が進ん
でいるため、近年部分的に補修を
行っている。

総務課主導で、湯原地区の公共
施設の改修の打ち合わせの実
施。
ブロック塀の改修工事実施。

事業費 1,850,040 円

6 11

事務事業 000002 水上社会体育館管理運営事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策
基本事業 03 スポーツ環境の整備 施設利用者数

目 2 14,314 13,103 人

平成 30 8 16 元

事業
期間

継続事業 会
計

1 款 10 項 6

平成29年度 平成30年度 単位
根拠 無 組織 生涯学習 課 生涯学習推進 係

耐震調査での報告書について協議
し、改修工事の検討

水上地区体育施設の拠点施設
なので、耐震改修や老朽化対策
について関係部署と連携し、方
向性を決める必要がある。

施
策
体
系

施策 22 生涯スポーツの推進
事業実績

新治地区Ｂ＆Ｇ海洋センターの管
理運営業務

アドバンストインストラクターの再
登録を実施。また、財団事業に
積極的に取り組んだ結果、Bラン
クから特Aランクに昇格。

事業費 4,118,091 円

6 19

事務事業 000003 新治Ｂ＆Ｇ海洋センター管理運営事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策
基本事業 03 スポーツ環境の整備 施設利用者数

目 2 9,741 12,013 人

平成 30 8 16 元

事業
期間

継続事業 会
計

1 款 10 項 6

平成29年度 平成30年度 単位
根拠 無 組織 生涯学習 課 生涯学習推進 係

資格の再登録を行う必要がある。資
格取得者が他の部署であることか
ら現在の職とBGの兼務としてほし
い。財団事業に積極的に取り組むこ
とにより、ポイントがつき高評価につ
ながる。

すべての指導員の資格を戻し、
施設修繕の補助対象になるよう
にする。

施
策
体
系

施策 22 生涯スポーツの推進
事業実績

緑地広場ホッケー場、北部グラウンド、南部グラウ
ンド、大中島運動公園テニスコート、月夜野総合体
育館、名胡桃体育館、南部体育館、北部体育館、
月夜野弓道場、大穴多目的広場、湯原多目的広
場、水上社会体育館、新治武道場、入須川社会体
育館、新治Ｂ＆Ｇ海洋センター、新治中央運動公園
（野球場・多目的広場・ゲートボール場・テニスコー
ト）等の社会体育施設の維持管理を行う事業

月夜野弓道場トイレ改修工事

事業費 17,476,954 円

6 11

事務事業 000004 体育施設管理運営事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策
基本事業 03 スポーツ環境の整備 施設利用者数

目 2 80,820 84,485 人
事業
期間

継続事業 会
計

1 款 10 項 6

平成29年度 平成30年度 単位
根拠 無 組織 生涯学習 課 生涯学習推進 係

　関係者への説明・理解
体育施設維持計画に基づき、老
朽化が著しい施設より順番に維
持修繕にあたる。



22_生涯スポーツの推進

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

Ｈ ～ 年間

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

Ｈ ～ 年間

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

Ｈ ～ 年間

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

Ｈ ～ 年間

平成 30 8 14 元

施
策
体
系

施策 22 生涯スポーツの推進
事業実績大中島公園内におけるテニスコート

などの施設の維持、保全管理につ
いての事業である。

見積を徴したところ多額のため
情報を精査するまでにとどまっ
た。

事業費 662,442 円

6 21

事務事業 000006 大中島公園管理運営事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策
基本事業 03 スポーツ環境の整備

施設維持管理上の不具
合・トラブル発生（対処）件
数

目 4 1 1 件

平成 30 7 30 元

事業
期間

継続事業 会
計

1 款 8 項 4

平成29年度 平成30年度 単位
根拠 有 組織 地域整備 課 都市計画 係

テニスコートのナイター照明が老朽
化して、施設全体を更新する必要が
ある。

利用者が感電の危険もあるため
令和元年度中には修繕を実施し
たい。

施
策
体
系

施策 22 生涯スポーツの推進
事業実績

公園内における有料公園施設（多
目的広場、テニスコート等）の受付
やトイレ等公園全体の維持、保全管
理についての事業である。
指定管理者：ゆびそ塾

指定管理者と協議し、新たな自
主事業を行うことになった。地元
ではやる気が出ている。

事業費 1,055,560 円

6 6

事務事業 000007 湯桧曽公園管理運営事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策
基本事業 03 スポーツ環境の整備

施設維持管理上の不具
合・トラブル発生（対処）件
数

目 4 3 1 件

平成 30 7 30 元

事業
期間

継続事業 会
計

1 款 8 項 4

平成29年度 平成30年度 単位
根拠 有 組織 地域整備 課 都市計画 係 地元の奉仕活動としての管理は見

込めなくなっているため、適正な予
算措置が必要である。
テニスコートの老朽化が進んでい
る。

テニスコートの改修を行うための
予算措置と水路に土砂が堆積
し、雑木が生えていることの対応
を行う必要がある。

施
策
体
系

施策 22 生涯スポーツの推進
事業実績

公園内における有料公園施設（野
球場、サッカー場等）の受付やトイレ
等公園全体の維持、保全管理につ
いての事業である。
指定管理者：群馬スノーアライアン
ス

予算の都合上、男子トイレの洋
式化のみ完了。

事業費 1,072,030 円

6 21

事務事業 000008 寺間運動公園管理運営事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策
基本事業 03 スポーツ環境の整備

施設維持管理上の不具
合・トラブル発生（対処）件
数

目 4 0 0 件

平成 30 8 14 元

事業
期間

継続事業 会
計

1 款 8 項 4

平成29年度 平成30年度 単位
根拠 有 組織 地域整備 課 都市計画 係

公園内のトイレは和式で児童が利
用できないとのことで、トイレを改修
する必要がある。

引き続き女子トイレの洋式化を
完了させる。

施
策
体
系

施策 22 生涯スポーツの推進
事業実績総合公園施設（バラ園・緑地広場な

ど）の維持、保全管理についての事
業である。

費用等が莫大に係るため実施順
位にかけるため見送った。

事業費 0 円

6 21

事務事業 000009 総合公園管理運営事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策
基本事業 03 スポーツ環境の整備

施設維持管理上の不具
合・トラブル発生（対処）件
数

目 4 3 0 件
事業
期間

継続事業 会
計

1 款 8 項 4

平成29年度 平成30年度 単位
根拠 有 組織 地域整備 課 都市計画 係

フラワーガーデン（バラ園）の植栽
は、設置後まもなく管理ができなくな
り、除草作業のみの管理となってお
り、駐車場化を検討している。

最低限の整備を進めていく。



22_生涯スポーツの推進

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

Ｈ ～ 年間

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

Ｈ 30 ～ 年間

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

Ｈ 29 ～ 30 年間

平成 30 8 17 元

施
策
体
系

施策 22 生涯スポーツの推進
事業実績グラウンドゴルフ場を整備する。

(H28:教育課→H29:総務課へ移動名
称変更）

平成30年度完成。生涯学習課に
移管。

事業費 89,253,600 円

6 19

事務事業 000011 グラウンドゴルフ場整備事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策
基本事業 03 スポーツ環境の整備 整備箇所数

目 2 1 1 箇所

平成 30 8 16 元

事業
期間

期間限定事業 会
計

1 款 10 項 6

平成29年度 平成30年度 単位
根拠 無 組織 総務 課 消防・防災 係

河川占有地あり沼田土木事務所と
の協議が必要。

なし

施
策
体
系

施策 22 生涯スポーツの推進
事業実績新治Ｂ＆Ｇ海洋センターの耐震対

策、雨漏り対策、ＬＥＤ化、トイレ洋
式化等の施設全体の改修

改修に向けた予備調査の実施。
天井部分の耐震化が必要と思わ
れていたが、調査の結果必要な
いことが判明した。

事業費 297,000 円

6 7

事務事業 000012 新治Ｂ＆Ｇ海洋センター施設改修事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策
基本事業 03 スポーツ環境の整備 改修施設数

目 2 0 1 件

平成 30 8 15 元

事業
期間

期間限定事業 会
計

1 款 10 項 6

平成29年度 平成30年度 単位
根拠 無 組織 生涯学習 課 生涯学習推進 係

平成４年に建設され以降、町民や
多くの町外者（合宿）等が利用して
きたが、建物全体で老朽化がすす
んでおり早急の改善を必要としてい
る。その中で現在の利用に合った施
設の改善を必要としている。

建物全体の老朽化が進んでいる
為、改修計画を策定し、財源確
保を含めた早期実現に向けた取
り組みが必要。

施
策
体
系

施策 22 生涯スポーツの推進
事業実績

老朽化による雨漏りの工事。屋根
全体の修繕

南部体育館の屋根改修工事の
実施。
体育施設維持計画の策定。

事業費 6,933,600 円

6 7

事務事業 000015 社会体育施設雨漏り等対策事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策
基本事業 03 スポーツ環境の整備 改修施設数

目 2 1 1 件
事業
期間

期間限定 会
計

1 款 10 項 6

平成29年度 平成30年度 単位
根拠 無 組織 生涯学習 課 生涯学習推進 係

町内に点在する社会体育館の利活
用の促進をすすめる上で地域の
ニーズに合わせた必要に応じた体
育館管理をする必要があり、長期
的な施設運営を必要とする中で屋
根の塗装工事による施設の長寿命
化は絶対に必要な改修であります。

体育施設維持計画に基づき、屋
根の状態を適宜確認し、老朽化
が著しい施設より順番に維持修
繕にあたる。


